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 本研究は，教室談話の特徴の相違により，聴くことの特徴がどのように異なるのかと

いう問いに基づき，児童による話し合いを中心とした授業(以下話し合い中心の授業)に

おける児童の聴取内容およびその聴き方の特徴を教室談話に位置づけて明らかにする

ことを目的とした，全５部９章からなる。 

 第Ⅰ部第１章では，近年重視される話し合い中心の授業における聴くことの重要性を

指摘した。次に，先行研究では児童の聴取内容およびその聴き方が教室談話に位置づけ

て考察されていないことを整理した。そこで本研究は，冒頭の目的を達成するため，社

会文化的アプローチに基づき，聴くことを言語に「媒介された行為」として「聴くとい

う行為」と捉えることを述べた。さらにバフチンの対話論に基づき，聴くという行為を

他者の言葉との「内的対話」(発話が形成される際の先行する他者の言葉と後続の未だ

存在しない聴き手の応答の言葉との対話的相互作用)と捉え，分析枠組みとした。そし

て，教室談話研究の知見から，①話し合い中心の授業で求められる聴くという行為の特

徴，②聴くという行為の課題構造に応じた相違，③聴くという行為の個人による相違，

④聴くという行為に対する教師の支援方略，⑤聴き方と学習内容の理解の関係，⑥聴く

という行為の発達的変化，の６点を明らかにすることを研究課題として整理した。 



 第２章では，上記の研究課題を検討するために実施した，(1)話し合い中心の授業を

継続的に実践する小学校での授業観察，(2)直後再生課題，(3)聴くという行為について

の担任教師への調査，(4)内容理解テスト，(5)担任教師への半構造化面接の５つの方法

について説明した。 

 第Ⅱ部では，他者の言葉との「内的対話」により形成された発言から，児童の聴くと

いう行為の特徴を質的に検討した。 

 第３章では，①話し合い中心の授業で求められる聴くという行為の特徴を明らかにす

るため，観察(12 回)に基づき，「聴くことが苦手」と担任教師が認識する対象児１名(４

年生)の発言を検討した。結果，対象児の聴くという行為の特徴として(1)問いが出され

た直後で発言したり話題の異なる発言をしていることから，先行する複数の他児の言葉

との「内的対話」により話し合いの流れを捉えることができていないこと，(2)教師へ

の視線，同意・受容を求める発言内容や語尾から，教師の受動的な応答の言葉と「内的

対話」がなされており，話し合いを志向していないことが示された。ここから話し合い

中心の授業では，話し合いの流れを捉えながら，さらなる話し合いを志向して他児の発

言を能動的に聴くことが求められることが示された。 

 第４章では，聴くという行為の②課題構造に応じた相違と③個人による相違を明らか

にするため，５年生２学級(K, H)における社会科と国語科の観察(計 10 回)から，「聴く

ことが苦手」と担任教師が認識する対象児２名の発言を，話し合いが単元固有の知識の

獲得・共有に向かう<知識共有型>場面と，多様な考えの交流と理解の精緻化に向かう<

理解交流型>場面という課題構造の異なる２場面に着目して検討した。結果，<知識共

有型>場面で対象児２名は共通して(1)先行する複数の他児の言葉との「内的対話」によ

り話し合いの流れを捉えることができていない，(2)受動的な応答の言葉との「内的対

話」がなされ，話し合いを志向していないことが示された。また<理解交流型>場面で，

対象児２名中１名は，話し合いの流れを捉えながら，さらなる話し合いを志向して他児

の発言を自己の理解と結びつけて聴いていることが示された。他１名は，話し合いの流

れを捉えることや，他者とテキストと自己という３項の異なる言葉との「内的対話」に

困難があると推察された。ここから聴くという行為の課題構造に応じた相違に加え，そ

の相違のあり方が児童により異なることが示された。一方では，教師によるリヴォイシ

ングが，児童の聴くという行為を支援することが示唆された。 

 第Ⅲ部では直後再生課題を用い，再生記述に反映された他者の言葉との「内的対話」

の分析により，発言しない児童を含め，聴くという行為の特徴と教師による支援を質



的・量的に検討した。 

 第５章では，②聴くという行為の課題構造に応じた相違を明らかにするため，第４章

で扱った２学級で実施した直後再生課題を比較検討した。その際，社会科単元で<知識

共有型>場面，国語科単元で<理解交流型>場面がそれぞれ中心に見られたことから，両

教科単元を課題構造の異なる単元として位置づけ，比較対象とした。結果，発言の有無

にかかわらず，「よく聴くことができる」と担任教師が認識する児童は，発言者と発言

内容を結びつけ，話し合いの流れを捉えながら他児の発言を自分の言葉で能動的に推論

して聴いていることが明らかとなった。ただし，発言を自分の言葉で捉え直した再生数

は両学級共に<知識共有型>単元よりも<理解交流型>単元で多く，また発言者名に言及

した再生や複数発言を統合した再生は同一課題構造でも学級間で回数に有意差があっ

た。ここから，課題構造と学級の，双方による教室談話の相違が聴き方に影響すること

が示された。また教師によるリヴォイシング方法の相違が，話し合いおよび聴き方に影

響することが示唆された。 

 第６章では，<知識共有型>の社会科単元における④聴くという行為に対する教師の

支援方略を明らかにするため，第５章で扱った５年生２学級(K, H)の社会科授業を対象

に，教師のリヴォイシング方法と再生記述の関係を検討した。さらに⑤聴き方と学習内

容の理解の関係を明らかにするため，内容理解テストの結果を合わせて検討した。結果，

話し言葉および板書を伴いリヴォイスされた児童の発言に対する再生数が，両学級で全

再生の６割以上を占めたことから，教師のリヴォイシングが他児の発言を聴く機会を与

え，聴くという行為を支援していることが明らかとなった。また，リヴォイシングによ

り個々の発言内容が明確化される学級 K では発言者名に言及しながら自分の言葉で他

児の発言を捉え直した再生数が学級 H より多いのに対し，リヴォイシングにより発言

が主題に即して整理される学級 H では板書された発言を中心に複数の発言を統合した

再生数が学級 K より多かった。ここからリヴォイシング方法の相違が聴き方に影響す

ることが示された。さらに，上記の聴き方が学習内容の理解へ影響することも示された。

学級 K では，学習内容を自らの言葉で表現する問題で学級 H より高得点であり，他児

の発言を自分の言葉で能動的に推論する聴き方が，自分の言葉による内容の意味理解を

促したと推察された。学級 H では文脈や主題に即した学習内容の体系的な理解を測る

問題で学級 K より高得点であり，話し合いの流れを捉えた聴き方が授業の文脈や主題

に即した体系的な理解を促したと推察された。 

 第７章では，<理解交流型>の国語科単元における④聴くという行為に対する教師の



支援方略を明らかにするため，第５章で扱った２学級を対象に，リヴォイシングと合わ

せて教師によるテキスト参照の促しに着目した。結果，話し合いにおける被言及回数の

多さや発言比率に対する再生比率の高さから，両学級の児童がテキストの記述を引用し

た発言および他児の発言に言及した発言により注意を向けて聴いていることが明らか

となった。また両学級で，再生者の多さから，話し合いの中で音読や発問によりテキス

ト参照を促す教師の働きかけが，テキストの記述を引用した発言とその聴取を支援して

いることが示された。さらに，再生者の多さから，児童の問いやそれに対するリヴォイ

スも読解の授業における聴くという行為を支援していることが示された。ただし再生ス

タイルから，学級による聴き方の相違も示された。 

 第Ⅳ部第８章では，第Ⅲ部で扱った２学級におけるテキスト読解授業の談話と直後再

生記述を５・６年時間で比較し，⑥聴くという行為の発達的変化を検討した。結果，両

学年で両学級の児童はテキストの記述を引用した発言を多く再生する一方，６年時には

テキストの記述を引用していない他児の発言に言及した発言を５年時よりも多く再生

していた。また６年時には５年時よりも発言者名に言及しながら他児の発言を自分の言

葉で捉え直した再生数がより多かった。ここから，テキスト読解授業における聴くとい

う行為の発達的変化として，テキストの記述を引用した発言に加え，他児の発言に言及

した発言に対しても，発言者と発言内容を結びつけ，自分の言葉で能動的に推論して聴

くことが習得されることが示された。この発達的変化の要因として，加齢による発達だ

けでなく，聴くことを重視した教師の授業実践の影響が示唆された。ただし，複数発言

を統合した再生数は増加したものの両学年を通じて１人授業平均１回未満と少なく，小

学校高学年にとってテキスト読解授業で話し合いの流れを捉えて聴くことが難しいこ

とも示唆された。 

 第Ⅴ部第９章では，第３章から第８章の知見を踏まえ，話し合い中心の授業における

聴くという行為の特徴について総合的な考察を行い，本研究の意義と課題を整理した。

本研究では，他者の言葉との「内的対話」に着目することで，従来可視化されなかった

聴くという行為が，児童，話し合いの対象となる課題，両者を媒介する教師という３者

の相互作用の中で形成される様相を明らかにした。さらに本研究では，発言しない児童

も含めて聴くという行為の特徴を明らかにすることで，教室談話の持つ意味や機能を聴

き手との関係において明らかにした。今後の課題として，教師の教材観や授業計画と話

し合いの展開および聴くという行為の関係を検討することや，直後再生課題と他の方法

の併用により聴くという行為を複眼的に検討することなどが残された。 


